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目的　こ飢5 T-･堵着布が･表地と勝着芯地の2層草色z･･あるl 溥 え、両Mμ 組合 £、~よる
のμわお･式を逢丿孔t  、表地と 僧尼地 の曲げ則性 と厚^ tiヽら塔着布の曲ゆ剛性を計男
T-ir-'、計淳植をに ～2､2格T る必要が`あっ糾) そ二Zヽ ･こニで･ば 通即を表地、堵% 初、

堺 のたわ､･ﾂﾞ･式を漣L用しt 、表地 と堵湯花地 の曲･rPi^]性 と厚^ ti らヽ勝着布 の曲･絹 柑 を計算

しT-ir-'ヽ 計廓 直幻 卜2､Z 格T る必要が`あっ糾 ） ニZヽ ･こ ニで･ば穐 伊を表地、堵% 初 、

心地 斟 和)3 層聶圭 司i 、埠^ 布 ．|如 順･郎 複冷則幻 肛 わヽ 打^  八 をs 的 とt る．
方ま　 表地 、楼着剤 、心地善 呼り 肌ぞ･れ遂続弾囮 れ 仮足 レ、３層鴻止を心っ裸 のTこ

わ^ 式を導丿 知 帷 に 一致度を瀬副す ゐ、 この斜勝着剤層の曲絹 但 めるい､j;弾性卑 、

および厚^ £来め%  re めI-、堵プ時'' おける接 剤 の含摂状態 を溥丿m^ に よ･に£碓 ゆ現

え ゐ、 まr-玲老勧 樹脂をシート状 が
嗜節 の曲け剛 性の関4系を漢 え、諸層剤廓商家 乞連結諦 即トり郎L しに時 に対 レt･の遇 束補

ヱしなIf れ ぽ･ならない をヽi剱 し、ぞれを連鯖体|こ対t 折 釘£係数 とする．

結果 彬 師 を3 層瀬吏 り ぇた逼兪 の方h^2 層i. テリレよ/ﾉI  s 'j'剱i 川如 £､ 計ヽ算値

を得 に むか々 さ、３層ﾓJ,ﾉﾚ の妥一当台:脳 鮨恥 おた．erc 体制 匝 涛融 、合浸^'  ̂I る繊

旁銘 互聞 の測 栗を足量昨'- 捉えら れrこ効 果、それにぷ 石郎 得 唯 の増加 を考奉 することに

ぶりヽ計算値 を家測値に£ ヅ灯 るz. と.βり･き、W  i絹 維 の複/帥 は 明 らか リ きre.

文献　^)ﾉ金山. 朔 司■■ 繊機肪､ 旦 、丁12いりZ?

B  24
糾  te･ｱ剛桂と引張ソ棚 勁･ よぴ県縮鮒 笙との関係
椙^ 女学園匁家政% 津 光μ ・竹内馴 け

鼠的　 一隊･こ弗肱畑 和､ 曲ず剛柱､3こ、ぞがl 張 ソ特柱 と岬 卸 唯t り籾兪効 果?･･ぷ ソ、

べれが希方柱り遵姚 しV^弾栓坏 の場/宕にif.   兄・ 引張り特趨 と.匡縮特種-*同じ値:£示T が、
布状材料 ．場心､て､乱 馬方桂 司 漱 しvz碑桂体て･･tTf <, λ ヽら．値ヵ嘆 りこらこヒ.が知う

ポ てい^ ， 筏こ乙･、布 睦^ 料・itげ 岡但 に対して、 か州 張り特辿ﾋ.軸ち向､ｳ艮縮特性 と

がと;`のよいこ寄与 してぃI  i3ヽ i 包屠的 こ蹟吋しTと．

方広 試料廊に.･ぷ紡葺 余織物 、李r<:.碁か こ､切匯 レjこ.弾柱体りブムン― トh 佼 用し 、両

粛 をゴム余スプレー糊T- 降 着レリ リ

ミタート布・)試料布 面い卜側あI ヽヽ ､fx刻則にして曲ず化t  い 曲r( 獅雌 とt.、 くES  －F

2 外曲ず試験扱 にぷソ計剰 レ、試料取り釦 肉で･ヽ・ 引俵丿為I い＼%匡綿a) みが咋 用写ふとさ

り 曲 が`剛桂[K 札そ味 引張 ソ曲･ﾀ阿゙丿桂 ］E 縮 曲 ﾌ剛゚ 椎 い 反妬T  ^ ) ?.  植合 せis: ソり自ｱ

剛性 り理論賎'^ 甲. てヽ輦 出しre.

移果　織物・ たで娠ぷ･よび ぶこ聚お向別 に、几・ 曲ず剛樟、引張 ソ曲ｱ 剛柱 ぶ`よぴ鳶縮

曲ず'剛 枝t  3ic-t:i  ̂レて隻回帰々崇rしrc鱗果は楳・りようで漓 ≫ ．禰吻 り曲'ﾀ剛゙性は、T--て

余方伺 求･fこびよこ永方向 ともに、引張 丿洵ず岡1｣性 ぷ') も犀地曲ア岡唯 に迩ヽヽ値-£示了も0
が汐 い．引弧リ曲 ず剛桂 よりも馬玲曲ゾ'剛穐 哨方が小ひ1. 布 ．由ず剛 桂にれしてI･.   ?l

張 ソ特性よりも艮縮特杜^  方カヴこい 冬与しひ'  s ．


